
様式２

Ａ

継続

経営支援の一層の充実を図る。

経営支援の一層の充実を図る。

経営支援の一層の充実を図る。

青年中小企業者の育成に向けた支援の一層の充実を図る。

Ａ

Ａ

継続

継続

施　策　事　業　費　合　計

大谷石の特性を活かした新用途・新製品の開発及びそれら情報の積極的なＰＲに関する事業等について，引
き続き支援を継続することで，低迷する大谷石産業の活性化に努める。

近年，産業廃棄物処理業者等の非製造業の進出が相次いでおり，団地内の環境保全等を確保するには，行政
の支援を継続して団地内企業の連携強化を図る。

38,138 38,138

2
Ｈ１３大谷石材協同組合

活　動　指　標　等

住宅フェアなどの展示会への出店回
数

管理協会会員企業数

会員数

会員数

実施団体

社団法人　宇都宮工業
団地総合管理協会

Ｈ１５

実施団体

492

担当課 産業政策課

宇都宮工業団地管理運営補助金

114担当課

1

111

大谷石産業販路拡大事業補助金

商工振興課

河内商工会事業補助金
河内商工会 Ｓ５８

527

担当課 商工振興課 512

204 193

512

1 1

210 204

担当課

上河内商工会事業補助金
上河内商工会 Ｓ４４

担当課 商工振興課

継続
担当課 商工振興課 1 1

358 358Ｓ４２

1 1
実施団体Ｓ４３

宇都宮商工会議所 Ｓ３５
担当課 商工振興課

会員数 Ａ11,350

経営支援の一層の充実を図る。

6,828 6,725

継続
1 1

7,000

1
商工会議所事業補助金

宇都宮商工会議所 Ｓ３４
担当課 商工振興課

経営支援の一層の充実を図る。継続

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針目標値 目標値 事業費 事業費

●

優先度

Ｈ２０Ｈ１９

中小企業を支援する最も有効なノウハウを持っているのは，商工会議所等の商工団体で
ある。

説
明

● 十分である
やや不十分であ
る

不十分である
説
明

説
明

減少している
説
明
中小企業にとっては，最も身近な相談者が商工会議所の団体になっている。

商工団体の体制強化等により目標達成を目指しているところである。金融危機などの急激な社会環境の変化に迅速に対応
できるように，中小企業を支援する最も有効なノウハウを持つ商工団体の経営支援の充実を図り，協力して融資事業を行
うなど連携を密にしていくこと。

中小企業を支援する最も有効なノウハウを持っているのは，商工会議所等の商工団体で
ある。

　
　
⑤
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
課
題
の
抽
出

中小企業の経営基盤の確立には，中小企業との結び付きが深い商工会議所等の
商工団体であり，それを市が支援するのが最も効率的で有効的である。
今後は，原油高等の急激な社会環境の変化にも迅速に対応できるように，商工
団体との連携を密にすることにより，情報収集に努め，市で行っている補助制
度や融資制度のＰＲ活動等に重点をおく必要がある。

商工団体の体制の強化とその団体加入者（企業）の増加による目標達成を目指す。

②政策評価
会議意見

●

不十分な事業が
複数ある

（70%未満）

増加している 横ばい

達成していない
（90％以上） （70％～90％未満）

10.8%

71.8% 不十分な事業が
一部ある

十分である

達成している 概ね達成

Ｈ１９：基準 Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

640,944

担当課 商工振興課

①総合計画
　政策の柱

市民の豊かな暮らしを支える活気と活力
のある社会を築くために

②政策名
（基本施策名）

商工業の活力を高める
③取組の
　基本方向

「商工業の活力を高める」ため，商店街が活気にあふれ，地域コミュニティの核としての多面的な
機能も発揮するための「商店街の魅力向上」，中小企業の持続的な成長を支えるための「中小企業
の経営・技術革新の促進」，企業経営における基礎体力を強化するための「安定した経営基盤の確
立」，多様な消費者ニーズに応え安定した商品供給を実現するための「市場機能の充実」に，重点
的に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

「ひと」，「もの」，「情報」等が活発に行き交い，本市の
商工業の活力が高まっています。

④
施
策
の
評
価

達成度

有効性

必要性

（事務事業の進捗）

（単年度目標）

効率性

（住民・社会ニーズ）

（政策目標への効果）

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

施策目標 中小企業が，経営力を備え，安定した経営基盤を確立しています。

施策名

8

②市民の
施策満足度

③市民の
施策重要度

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

現行の制度と現在検討中の課題を整理し，中小企業者を迅速に支援できる新しいシステムを構築する。

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

11,000

5,500

110

施策を取巻く
環境

6

7

№ 事　　　業　　　名

2

４　施策を構成する事務事業一覧

111

1

1,800

650
1

5

1 1

栃木県中小企業団体中央会事業補助金 栃木県中小企業団体中
央会

青年会議所事業補助金
宇都宮青年会議所3

4

商工振興課

継続5,500

Ｈ２０

事業の
方向性

Ａ7,000

（千円） （千円）

480 480

1 1

11,350
6,937

実績値

商工会議所中小企業相談所事業補助金

実績値 実績値

6,828

Ｈ１９

対　　象　　者
開始
年度

実績値

継続

650

1,800

11,000 A

Ｂ

Ｂ

中小企業の製造品出荷額（百万円）

商工業の多様化，社会環境の変化に中小企業が対応できるよう，それを支援・指導する商工団体の体制の強化
が求められている。

施　策　指　標（単位）
①
施
策
の
達
成
状
況

安定した経営基盤の確立

―---―

達成率
(%)

目標値

0.0%

Ｈ２４：目標

―---―

685,027

―---―

実績値

―---―

678,245

目標値

671,530

目標値 目標値

―---― 664,881658,298

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値


